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松樹図 

うん リん せんとう てい 

雲 林 を 見た の は 唯一 つで ある。 その 一 つ は宣統 帝の 

ぎょぶつ きんこき くわん ぐ わで ふ 

御物、 今古 奇観と 云 ふ 画帖の 中に あった。 画帖の 中の 

ゑ とうきし やう かか 

画 は 大部分、 薫 其昌の 旧蔵に 係る ものら しい。 

うん リん ひつ とな ぷん くわ でん ふく 

雲 林 筆と 称へ る 物 は、 文 華 殿に も 三 四 幅あった。 し 

かし その 画帖の 中の、 雄 到な 松の 図に 比べれば、 遙か 

に 画 品の 低い ものである。 

ばいだ うじん ぼくちく くわうた いち さんす ゐ 

わたし は 梅 道 人の 墨 竹 を 見、 黄 大癡の 山水 を 見、 

わう しゅくめ い ばくふ 

王叔 明の 瀑布 を 見た。 (文 華 殿の 瀑布 図で はない。 

ちん はう しん きひん 

陳宝琛 氏 蔵の 瀑布 図で ある) が、 気 稟の然 らしむ る 所 



か 頭の 下った 事 を 云へば、 雲 林の 松に 及ぶ もの はない。 

ま つす ぐ 

松 は 尖った 岩の 中から、 真直に 空へ 生え 抜いて ゐる。 

こず^ せきえい かどば うんえん よこた 

その 梢に は 石英の やうに、 角張った 雲煙が 横 はって 

ゐる。 画 中の 景は それだけ である。 しかし この 幽 絶な 

うん リん ほか くわうた いち 

世界に は、 雲 林の 外に 行った もの はない。 黄 大癡の 如 

き 巨匠 さ へ も 此処 へ は 足 を 踏み入れずに しまった。 

いはん みんしん 

況 や 明 清の 画人 を やで ある。 

いっき お 

南画 は 胸中の 逸 気 を 写せば、 他 は 措いて 問 はない と 

云 ふが、 この 墨し か 着けない 松に も、 自然 は 髡髴と 生 

あぶら ゑ しん 

きて ゐ はしない か？ 油 画 は 真 を 写す と 云 ふ。 しかし 

自然の 光と 影と は、 一 刻 も 同 一 と 云 ふ 事 は 出来ない。 
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